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(1) 目的：近年，日本においてフードデザート問題が

拡大傾向にある．大都市中心部においても，再開

発事業の進展による経済的格差の拡大により，低

所得層の買い物の遠距離化とそれに伴う低栄養リ

スクの増大が確認されている．本研究は，東京都

心部における経済的買い物困難の進行状況およ

びそのメカニズム（分析 1）と，交通至便なエリアで

も生じる物理的な距離と低栄養リスク増減との関

係性（分析 2）について，明らかにすることを目的と

する． 

(2) 方法：東京都港区内の麻布・高輪地区を調査対

象地とし，住民へのアンケート・インタビュー調査

を実施した．分析 1 については，「地元商店街の

衰退」と「スーパーの高級化」の同時進行が買い

物困難化の原因であると仮説を立て，その規定要

因について近隣環境に関する統計指標から分析

を行った．また低所得層が買い物困難に陥るスー

パーの価格の閾値を算出，対象地の店舗分布と

合わせて地図化・時系列比較することで買い物困

難進行状況を把握した（図 1）．分析 2 については，

居住場所別の買い物行動（距離，頻度，買い物補

助の利用有無）と栄養摂取状況の関係性につい

て分析し，モデル化した．なお，店舗と居住街区

の重心の二点間を結ぶ最短経路ネットワーク距離

を買い物距離とし，距離 500 m 以上を買い物困難

と判定，また 500 m 圏内にアクセス可能な店舗が

ない場所を「買い物先空白地域」と呼ぶ． 

(3) 結果： 

・分析 1：買い物困難化メカニズムと進行状況 

住民調査の結果，2000 年以降，多くの地域で商

店街の衰退と近隣スーパーの高級化が並行して

発生し，低所得層の買い物先は減少していった．

重回帰分析の結果，スーパーの高級化と高所得

層の増加にプラスの相関が，一方人口数はマイナ

スの相関が見られたことから，再開発による高所得

層の局所的な増加が買い物環境の悪化に影響し

ていることが分かった．買い物先空白地域化した

エリアを時系列で詳細に確認すると，再開発に伴

う高所得層の居住割合が大きく上昇しているエリ

アでは，高価格帯のスーパーが高級マンション竣

工と同時期に開業することで，廉価な価格帯のス

ーパーが立地しにくくなることにつながり，買い物  

困難化が進むことが分かった． 

・分析2：物理的距離と低栄養リスク増減のモデル化 

高齢・低所得層の買い物先空白地域居住者はそ

れ以外に比べ，有意に買い物距離が遠く，頻度も

低く，低栄養リスクが 1.76 倍高かった．インタビュ

ー調査の結果，買い物先が遠方であることによっ

て，身体的・心理的抵抗から買い物頻度は減少し，

また，一度に運搬できる量が限られていることから，

食品摂取量を減少させ，低栄養リスクを増大させ

ることが分かった．それに対して，買い物頻度の

減少を宅配・通販サービスで補足できる場合，も

しくは，1 回の運搬量の限度を家族の買い物補助

によってカバーできる場合，有意に低栄養リスク

の減少につながることが分かった． 
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図 1：経済的買い物先空白地域 進行状況 


